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イギリスの Gawain欄 cycleの一つに分類される作者不詳の中世ロマンス，

The Wedding of Sir GαωαinαndDαmeRαgnell (以下 TheWeddingと略

す)は，主にニつのモチーフから成り立っている.その一つは，“theRiddle 

Asked and Answered白motif'であり，これは一人の人間の命がある問題の

解答にかかっているというもの，そしてもう一つの“theLoathly Lady贋

motif'は，醜女が美女に変身するというものであるこの二つのモチーフ

を持つ他の作品としては，例えば ChaucerのTheWife of Bαth's T，αleや

GowerのConfessioAmαntisにおける“Taleof Florent，"あるいは The

Weddingに非常に近い内容を持つとされているパラッド，TheMαrr・iageof 

SirGαwαin等が挙げられる 2

ところで従来の研究では，The Wedding はChaucerや Gower等の優れ

た作品に付属する単なる類話のーっとして位置付けられるのみであるか，あ

るいはそれらの作品との比較研究により，むしろ質的に幾分劣ったものとし

て評されるのみであり，一個の独立したロマンス作品として，正面から研究

の対象に取り上げられることは稀であったように思われる.おそらくその一

因は，しばしば指摘されてきたように，作品中の人物描写が他の類話と比べ

極端に類型化されているために，登場人物たちが人間的魅力の乏しい平板な

存在になってしまっていることにあると言える
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例えば，The Wife of Bαth's r，αleにおける騎士は，醜い老婆との結婚にあ

からさまな嫌悪感を示し，逃れる術のないことを知るや哀れなほど苦悶する.

また Gowerの物語でも，主人公の騎士 Florentは老婆との結婚に同様の嫌

悪感を示しつつも，老い先短い老婆のこと島流しにでもすれば野垂れ死ぬだ

ろう，という姑息な考えのもと彼女との結婚を承諾する.あまりに人間的な

反応を示すこの二人に対して，The Weddingにおける Gawainはと言えば，

主君 Arthur王の命を救うために，見たこともないほど醜いという Ragnell

との結婚を一瞬の障路も見せずに快諾し，なおかつ公衆の面前での盛大な挙

式をも厭わないのである O 実際こうして比較すると，他の二作品に対し The

WeddingのGawainは，内面描写の乏しい類型的人物であるように思われ

る.しかし，本当に彼には何の謄踏も葛藤もなかったのだろうか?

Gawainのこの問題も含め，本稿では TheWeddingにおける主要登場人

物である Arthur王， Gawain， Ragnellの三人の人物描写に的を絞り，彼

ら三人が円卓を統べる偉大な王，理想的完徳の!騎士， Loathly Ladyという

類型化された描写の中で時折垣間見せる各々の内的葛藤を，作品中の個々の

エピソードを拾いながら具体的に考察する.そしてそこから， Gawain-

cycleの一つである本作品に対する，従来のものとは異なった解釈の可能性

を探ってみたい.

E 

この三人の内的葛藤についての議論を進める前に，まず作品中の各々に対

する類型的描写について具体的に検証する.

一人目の主要登場人物Arthur王について， Wi11iam Caxton はLeMorte 

D'Arthurの序文で，“thenine best and worthy， of whome was first the 

noble Arthur"と絶賛しているが，おそらくこれが当時Arthur王に対して

広く認識されていたイメージであろう 4 もちろんロマンス全盛期の作品と

もなると，特に円卓を担う個々の騎士たちの独立した官険談においては，
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Arthur王が担う役割は物語の冒頭と結末部分のみに登場する背景のような

ものになってしまっていたのだが，それで、も依然として彼は，円卓を統べる

偉大な王として認識されていたと思われる 5

同様に TheWeddingにおける Arthur王もこの類型的イメージを担って

おり，本作品の冒頭部分は彼への賛美に費やされている.

Lithe and listenithe the lif of a lord riche， 

The while that be livid was none him liche， 

Nether in boure ne in halle; 

In the time of Arthoure this adventure betidタ

And ofthe great adventure that he himself did， 

That king curteis and royaI1e. 

Of alle kinges Arture berithe the flowir， 

And of alle.knightod he bare away the honour， 

Where-so・everehe went. (1-9) 6 

Carl Lindahlも指摘しているように，通常ロマンス作品にはある登場人物

の最初の登場場面に，その人物を端的に表現する形容辞を付ける傾向がある 7

“king courteis and royalle"という形容辞とともにまず作品の冒頭 9行にわ

たって Arthur王を称賛することで，明らかに TheWeddingの作者は，彼

に「偉大な玉」という一般的，類型的役割を担わせるのだという姿勢を，わ

れわれ読者に明示しているようである.

二人目の主要登場人物である Gawainについては，依然様々な議論があ

ることは否めないものの，少なくとも Malory以前のイギリスロマンスにお

ける彼の人気は絶大なものであったことは確かである.殊に Gawain-cycle

と称されるロマンス群においては，しばしば彼は理想的騎士の鑑として描か

れている.ちなみに“courtesy"は， Gawainの美徳を代表するものとして

常に彼と密接な関係にあり 8 それは例えば ChaucerのTheSquire's 1'，αle 
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や，あるいは TheRomαuntof the Roseの中でも言及されている 9

同様に TheWeddingにおいても， Gawainは理想的完徳の騎士として描

写されており，その証拠に，作品中で彼の名前と共に用いられている形容辞

は，例えば“gentileGawen knighte， "“co吋eisknighte [Gawain]，"“curteis 

Gawen，"“Gawen the good" (142， 685， 700， 192)等，全て彼を称賛するも

のとなっている.そして作品中にみられる実際の彼の行動もその輝かしい評

判に恥じないものである.例えば官頭でも触れたように，主君Arthur王の

命を救うために，彼はその鍵を握る二目とは見られない醜女と結婚すること

を自発的に引き受ける.Arthur王が生き長らえるには， GawainとRagnell

が結婚する他道はないという話を王自身から聞かされた Gawainは，

"Is this alle?" then said Gawen; 

"I shalle wed her. and wed her again， 

Thoughe she were a fend， 

Thoughe she were as foul1e as Belsabub， 

Her shalle I wed， by the rood" (342-46) 

と，拍子抜けするほどあっさりと返答する.Marc Classer等の指摘を参考

にするまでもなく，明らかにここで意図されているのは， GawainのArthur

王に対する句oyalty"の美徳、の称賛であろう 10

主君への忠誠心ゆえに，“Isthis alle?"とRagnellとの結婚を快諾した

Gawainであるが，この場面がTheWeddingへの不当な評価の一因となっ

ているようである.そこで，この場面における Gawainの反応については

後ほど詳しく検討してみたい.ちなみに彼の“loyalty"は， Ragnellとの結

婚式当日には，“官lerSir Gawen to her his trouthe plighte / in wel1e and 

in wo， as he was a true kr時hte"(539・40)とあるように，‘'trothe"の美徳とし

て再度発揮されることになる.つまり Gawainは，聴衆または読者の予想、

を裏切ることなく，“trueknighte"としてArthur王との約束を，ひいては
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Ra伊1e11との約束を誠実に果たしたことになるのである.

次に三人目の登場人物であり，また本ロマンスのヒロインでもある

Ragnell について，その典型的な LoathlyLadyぶりを述べてみたい.

1ρathly Lady-motifについては，古くから G.H.Ma戸ladierやJ.K. Bollard 

をはじめとする多くの研究者たちがその起源に関する考察を重ねており，こ

れまでのところではアイルランド起源説が有力のようである 11 これはアイ

ルランドあるいはタラの王権を巡る物語群であるが，これらもやはり主人公

の男が醜女の要求に応え，その結果彼女は美女に変身するという物語展開と

なっている.The Weddingにおける Ragnellも，この古典的モチ」フに則っ

た醜女として登場する.Ragnellの醜悪な様子の詳細な描写に費やされた行

数を全て引用するには限りがあるため，以下にその一端を示しておく.

Her face was red， her nose snotid withalle， 

Her mouithe wide， her teethe ya110we overe alle， 

Withe blerid eyen gretter then a ba11e; 

Her mouithe was not to lak; 

Her teethe hing overe her lippes; 

Her cheekis side as wemens hippes; 

A lute she bare upon her back. 

Her neck long and therto great; 

Her here cloterid on an hepe. (231-39) 

ここで描かれている Ragnellの姿形はまさに人間離れした妖怪そのもので

あり，いかにも“toreherse the foulness of that lady， / Ther is no tung 

may tell" (243・44)というものである.女'性の顔や体のパーツごとにその美

しさを称える Blazonのごとく，しかしここではその醜さを，口，歯，目，

頬というように11I買に記述している.

このグロテスクな Ragnellの描写を，ロマンスのパターンのひとつであ
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る娯楽的要素ととることはできないだろうか.おそらく作者は聴衆への娯楽

的効果を狙って，この部分の表現を嬉々として思いつくままに書き付けていっ

たのであろう.そう考えると，初めは“Herneck long and therto great" 

(238)と長いことになっていた彼女の首が，次には“Neck forsothe on her 

was none y圃seen"(555)というように見えないほど短いことになってしまっ

ている理由も説明できる.おそらく作者があまりに Ragnellの醜悪さを強

調して描くことに没頭しすぎたために，このような一貫性を欠くような人物

描写になってしまったのであろう.また RagnellとGawainの挙式後の宴

会における彼女の行動も，その見た目の醜さに勝るとも劣らぬくらいグロテ

スクなものとなっている.

When the service cam her before， 

She ete as moche as six that ther wore; 

That mervailid many a man. 

Her nailes were long inchis three; 

Therwithe she breke her mete ungoodly. (604・08)

彼女が六人前の食事を，中世風に手掴みでパリパリと噛み砕いて平らげる様

にも，やはり娯楽的効果のようなものを感じる.ちなみに前述の Maynadier

は，この花嫁の異常な食欲も LoathlyLadyのパターンの一つに含まれると

みなしている 12

以上のことから，この作品の主要登場人物である Arthur王， Gawain. 

Ragnellの三人は，各々キャラクターの類型化というロマンスのパターンに

ある程度従っている，つまり偉大な王，理想的完徳の騎士.Loathly Lady 

という役割を担いながら，その枠内で行動しているということがわかる.そ

れでは彼らはやはり，従来の解釈通りのロマンスのパターンに縛られた，非

現実的，非人間的な存在なのだろうか.
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E 

ところが，彼らのセリフ等を丹念に調べていくと，もちろん類型化された

枠内ではあるものの，しばしばそこに人間的側面を示唆するような，彼らの

内的葛藤を見出すことができるので、ある.そこで，ここでは彼ら三人の葛藤

がいかなるものであったのか，具体的な検討を試みることにする.先の論考

と同様に，まずArthur王から始めたい.lnglewoodの森で王が遭遇した完

全武装の男 Gromerは，王に一年後同じ場所に来て，“Whatewemen 

desiredmost dera?" (198)という聞いに対する答えを用意してくること，そ

してこれを仕損じた場合王の命はない，という理不尽な要求をつきつける.

この出来事について他言しないという Gromerとの約束にもかかわらず，

王は Gawainに事の次第を打ち明けてしまう.Gromerとの約束の期日が迫っ

たある日， Arthur王は自分の求めている答えを教え得るという醜女 Ragnell

に出会う.その答えと引き換えに唯一彼女が要求した条件とは，彼女と

Gawainが結婚するというものであった.

Arthur王と Gromerの避遁の場面における彼の命乞いの様子や， Gromer 

との約束にもかかわらず Gawainの説得に負けて事情を吐露してしまう場

面での様子も， Arthur王の人間的側面，あるいは内面的葛藤を暗示してい

るといえる.しかし，彼の葛藤が最も如実に示されているのは， Ragnellが

Arthur王に提示した条件付の申し出を聞いた際の彼のセリフにおいてである.

. .“1 maye not graunt thee 

To make warraunt Sir Gawen to wed thee; 

Alle lyethe in him alon. 

But and it be so， 1 wolle do my labour 

In saving of my life to make it secour. (291・95)13

GawainとRagnellの結婚については Gawainの気持ち次第なのだから，
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自分にはそれを請合う権限はないと宣言する一方で， Arthur王は Gawain

がRagnellとの結婚を拒否しないだろうということも明白に認識しており，

“百as!'he said， 'nowe wo is me /τ'hat I shold cause Gawen to wed thee， / For 

he woll be lothe to saye‘naye.問 (303-05)と嘆息する.つまりArthur王は，

Ragnellの申し出に即答はできないものの，嫌とは言えない性分の Gawain

なら，十中八九 Ragnellとの結婚を受諾してくれるだろうと確信していた

のである.この場面におけるArthur王の煩悶の様子は，“Alas!now wo is 

me" (303)あるいは“Inot whate 1 do may" (308)等の彼のセリフに凝縮され

ている.自らの命を救うためとはいえ，良き家臣でありまた同時に良き友で

もある Gawainを，筆舌に尽くしがたいほどの醜女と結婚させなければな

らないと自覚した際の王の苦悩はいかばかりのものであっただろうか.

ここでの Arthur王の内的葛藤は，他の類話の一つである TheMαrriage 

of Sir Gαωαinと比較することでより明白となる.というのも ，The 

Weddingとは異なりこのパラツドにおけるArthur王は， Gawainの返答を

待たずにその場で Ragnellの申し出を承諾しているのである.ここでは，

自分の生命に固執するあまり家臣を不幸な結婚に追いやらねばならない，と

いう苦しい選択に対する王の葛藤は一切見られない.一方の TheWeddingに

おけるArthur王は，上記の葛藤の末結局は GawainにRagnellとの会話の

内容を打ち明けることにするのである.そしてこれに対するもう一人の主人

公Gawainの反応はといえば，前述の“Isthis alle?"といういともあっさり

としたものなのである.

ところがこの Gawainでさえも，やはり一個の人間である以上御多分に

漏れず，内的葛藤という苦しみを免れることはできなかったようである.彼

の最初の葛藤は， Ragnellと迎える初夜の床における二人の会話から読み解

くことができる.そもそも Gawainが“Isthis alle?"とArthur王に返答し

た時点では，彼はまだ Ragnellと直接の対面をしていなかったため，実は

Ragnellの真の醜悪さを理解していた訳で、はなかったのである.だからこそ，
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一瞬の跨踏も示さずに彼女との結婚を快諾することができたとも考えられ

る.その後 GawainがRagnellの醜さを目の当たりにした時の彼の心理的

葛藤は，披露宴に続く初夜のベッドシーンから十分推察できる 14

“A， Sir Gawen， sin 1 have you wed， 

Shewe me your cortesy in bed; 

Withe righte it may not be denie& 

Y-wise， Sir Gawn，" that lady said， 

“And 1 were faire ye wold do anoder braid， 

He turnid him her unti1le. 

“Sir， 1 am your wif， securly; 

Why ar ye so unkinde?" 

“A， lady， 1 am to blame" 

(629・33，640， 645-47) 

“1 were faire ye wold do another braid" (640)という Ragnellのセリフに

は， Gawainが彼女の醜さに対し相応の態度をとっていることが暗示されてお

り，また“Heturnid him her untille" (640)という描写からは， Gawainが

それまで彼女に背を向けていたということが示唆されている.また Ragnell

に自分の“unkind"な態度をなじられると，彼は“1am to blame" (646)と，

自分の行動が花嫁に対するそれに相応しくないことを認め，自分自身を非難

し始める.つまりこの場面の会話等から， Ragnellの醜さゆえに Gawainは

彼女を正面から正視することができず，彼の行動は“unkind"で“blame"さ

れるべきものであったことが判明する.このように，二人の会話の断片を拾

い上げることで， Gawainが Ragnellへの嫌悪感と初夜の花嫁に対する夫の

務めとのはざまで，大いに葛藤していたことがうかがわれるのである.
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Ragnellは美女に変身した後，昼間のみ美しい自分か夜のみ美しい自分の

いずれかを選択するよう Gawainに迫り，彼は再び苦しい葛藤を味わうこ

とになる.“Cheseon， Sir Knighte， whiche you is levere， / Your worship 

for to save" (665・66)という Ragnellの言葉や，“'Andmy worship shold 1 

lese" (672)と名誉を失うことを恐れる Gawainの言葉からも明白なように，

ここで Gawainが問題にしたのは自分の“worship"についてである.この

“worship"あるいは“honor"という概念は，ロマンスの騎士にとって自らの

存在意義にも関わる最も重要なものであり，作品中でGawainが度々発揮した

“loyalty"や“troth"等の騎士道的美徳の最大の動機ともなるものである 15こ

の名誉を失う可能性を秘めた葛藤と戦いそれを克服した結果，最終的に

Gawainはその選択権を Ragnell自身に委ねるという宮廷風ロマンスの騎士

に相応しい道を選ぶことにする.このように，彼が理想的なロマンスの主

人公として描写されていることは明白であるものの，これらの内的葛藤を

示す様子からは，一概に彼の人物描写が平板かつ類型的であるとは断言で

きないように思われる.

次にヒロイン Ragnellの葛藤についての考察に移りたい.すでに検討し

た他の二人と比較すると，彼女の内面を感じさせる箇所はより微妙であり，

それらは彼女のセリフの方々にさりげなく示唆されているのみである.そ

の具体例をいくつか挙げると，例えば継母が自分にかけた魔法を解くため

に， Gawainと是が非でも結婚したい Ragnellは， Arthur王に以下のよう

に懇願する.

“Forsothe，" said the lady，“1 amno qued. 

For it must be so， or thou art but ded; 

Chose nowe， for thou maiste sone lose thine hed. 

Telle me nowe in hying." 
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• .“nowe go home again 

And faire wordes speke to Sir Gawen， 

For thy lif 1 may save. 

Thoughe 1 be foulle， yet am 1 gaye; 

11 

(279，288圃90，297-300) 

彼女のセリフからは，自分にかけられた魔法については語ることができない

という葛藤の中で，自分を“qued"ではないと弁護したり，自分の申し出を

受けなければ首を失うことになるとArthur王を脅迫したり，その一方で唐

突に“1am gaye"と自分の長所のアピールを試みてみたりと，何とか

Arthur王を説得したいという彼女の涙ぐましい努力が惨み出ている.

また“Ofno man 1 wolle shame" (511)と誇り高く宣言する一方で，自分

の醜さに関しては，“Forthy sake 1 wold 1 were a faire woman" (537)，あ

るいは既に Gawainの箇所で引用した“血ld1 were faire ye wold do another 

braid" (633)と，弱々しい本音を吐露している.ある意味では，この種の

「もう少し美しければjという葛藤は，時代を問わない女心の普遍的葛藤と

も言えるであろうが，少なくとも他の類話における LoathlyLadyたちは，

このような自分の醜さに対する葛藤を一切見せていないということは，この

場合注目に値すると思われる.

N 

以上のように見てくると，しばしばそれは明白なものであったり，あるい

はふとしたセリフにほのめかされているだけのものであったりと，程度の差

こそあるものの，従来の評価と異なり TheWeddingの登場人物たちが様々

な葛藤を抱えているということがわかる.

ちなみに，これまで検討してきたような主人公たちが内的葛藤を示す場面
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では，彼らのセリフの随所に“血 hying"あるいは''tight，''吋nhaste，"“anon" 

等の， i急いでJというフレーズが用いられている.例えばそれは Arthur

王と Ragnellが対時した際，両者の口から発せられるし，また Gawainと

の結婚を目前に控えたRagnellのセリフにも見られる 16このフレーズによっ

て，彼らの内的葛藤はより増幅されまた強調されているのではないだろう

か.そしてさらには，この“inhaste"“anon"という言葉のリフレインが，

当時の聴衆あるいは我々読者にまで，その焦りの感覚を伝染させ，主人公

たちの葛藤を一層高めるという効果を持っていることも見逃せない.

本稿の冒頭において，本作品は作者不詳のロマンスであると述べたが，

一説によるとその作者は Maloryである可能性が高いということである 17

Arthur王の誕生から死に至るまでを描いた一大叙事詩というその規模の大

きさや，主君の妻 Guinevierへの愛と Arthur王への忠誠の狭間で葛藤する

Lancelot，最愛の弟 GaherysとGarethを盟友Lancelotに殺害されてしま

うGawain等の，登場人物たちに対する優れた人物描写の水準には遠く及

ばないものであるにせよ，仮に TheWeddingがMaloryの初期の作品であ

るならば，ここに既に登場人物の内的葛藤の萌芽が暗示されているといえ

るだろう.

これまで Chaucerや Gowerの類話のひとつとして扱われるのみで，それ

以上の評価を受けることがほとんどなかった TheWeddingであるが，その

類話という枠組みを離れて一個のロマンスという観点から改めて注意を向

けると，この作品が同時代の代表的ロマンスと比べ何ら劣るところのない

魅力的な作品であることがわかる.そしておそらくその魅力の一つは，

Ragnellの醜悪さ等に集約される娯楽的要素に加え，この作品が“the

Riddle Asked and Answered"と“theLoathly lady"という二つのモチーフ

や，キャラクターの類型化というロマンスのパターンに則ったものである

一方で，主要登場人物であるArthur，Gawain， Ragnellの三人が，そのパ

ターンを超えた内的葛藤を示しているところにあるといえるだろう.
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における口頭発表の原稿に，加筆修正を施したものである.
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